
「避難所の衛生ストレス解決」プロジェクト

～クラウドファンディングによる寄贈活動報告書～



ご挨拶

この度は、私たち「避難所の衛生ストレス解決」プロジェクトのクラウドファンディングにご賛同と
ご支援をいただき本当にありがとうございました。

このプロジェクトは、2020年秋に授業でのプレ・プロジェクトを開始してから4年半にわたる想定以
上に長い道のりになりました。そして、多くの方との共創が２つのプロダクトに結実し、クラウドファ
ンディングでの皆さまのご支援によって４つの「もしもの時に支援の要になる、いつもの地域のつなが
りをつくる拠点」に寄贈することができました。

今回のクラウドファンディングを立ち上げた際の目的は大きくは３つありました。
1つめは、完成したプロダクトを寄贈して必要な場所で使っていただきたい。
２つめは、寄贈という活動にできるだけ多くの方に参加していただき、もしもの備えについて考えてい
ただくきっかけにしたい。
最後に、「共創デザイン」というキラキラした言葉の奥にある泥臭い試行錯誤やその意義をこのプロ
ジェクトを通じてひらいていきたいということ。
１と２の目的が達成できた今、こうして手にとっていただいている活動報告書が３つめの目的を達成
する最後のピースになります。

ぜひ、皆さまの支援によって実現できた成果をご一読いただき、今後に向けた忌憚のないご意見をいた
だけますと幸いです。



櫛研究室 UCI Lab.
デザイン イノベーション

テクノロジー

防災士
宮本裕子さん

技術協力
被災経験者・支援者

フィールド

コロナ禍1年目の2020年夏。
当時のニュースで伝えられていたのは、九州の集中豪雨災害による避難所で、新型コロナウィルス対策のため
ボランティア活動の受け入れがままならない現状でした。

それを見たUCI Lab.（ユーシーアイラボ）の渡辺は、自分たちで何かしらお手伝いができないかと考えたのが
プロジェクトの始まりでした。

そこで、以前からいくつかのプロジェクトでご一緒していた京都工芸繊維大学の櫛勝彦先生とパナソニック様に
それぞれご相談し、準備期間を経て新しいプロジェクトがスタートしたのです。
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災害による避難では、当然、生命の維持が最優先です。とはいえ、長期化する避難生活では、求められることが、
生命維持から身体や精神の健康維持、さらには生きる活力の醸成へと時間を追って変化することが報告されています。
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それどころじゃない！ けど、それも大切。

~24h0.発生直後

1.緊急対策期

2.避難所対策が中心

3.仮設へ移行するまで

4.復旧・復興対策期

5.復興対策期

応急対策期
~72h

~1week

~1month

~3month

災害
発生！

住民の生命・安全を
確保する時期
ライフラインや交通機関が途絶し、人
的・物的支援の受け入れが少ない状況。

ライフラインや交通機関が途絶し、人
的・物的支援の受け入れが少ない状況。

避難対策が中心の時期
避難所対策が中心の時期。被害状況が少
しずつ把握でき、ライフライン機能や交
通機関等が復旧している状況。

プロジェクトが対象とするタイミング
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このプロジェクトの調査でも、日常当たり前にできていた身の回りの衛生維持行為（例えば、歯磨きや洗髪など）が、
避難生活では極めて困難になることがわかってきました。
特に、避難所における「ニオイ」の問題は、避難所生活を経験された多くの方から「避難生活の間、ニオイがつらかっ
た」という声を耳にしました。これまで顕在化されてきませんでしたが、問題がなかったわけではなく、「みんな我慢
しているのだから仕方ない」という感覚になってしまうようです。
しかし、避難所生活が長期化する中で、我慢し続けることが心身の病につながることもあり得ます。
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[衛生ストレス]　避難生活における衛生問題に関連した心理的負荷

緊張をほどくことやニオイ問題を解決することは、非常時にはどうしても優先順位が落ちる問題です。
しかし、見過ごされがちだからこそ、私たちが取り組む価値があるかもしれない。
このプロジェクトでは、避難生活における「衛生ストレス」を、櫛研究室の共創デザインアプローチとパナソニックの
クリーンテクノロジーによって、実際の現場で解決することを目指しています。

ココロにも、カラダにも、衛生的な環境をデザインしたい
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の」ではなく、日常生活で使い慣れている
からこそ、いざという時にも使いこなせる
のではないか。 

地震や水害、停電や断水など、多様な事態
が起こり得る中で、状況に応じて柔軟に工
夫できる余白をデザインしておくことが大
切ではないか。

たくさんの経験談からの学びを「いつもと
もしも」というコンセプトにまとめ、デザ
インの軸にしました。
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日常から使い慣れておく
という防災デザイン

いつも

もしも



空気中の水分を集め高電圧を加えることで生成される

水に包まれたナノサイズの微粒子イオン

＜効果の決め手＞

OHラジカル(高反応成分)

水でできた粒子
＜長寿命＞

約5～20nm

ナノイー/ナノイーXの7つの効果

菌・ウイルス カビ ニオイ 花粉 アレル物質 PM2.5 美肌・美髪

①霧化電極を冷却し
空気中の水分を電極に結露

②結露水に高電圧を
かけるとミストが次々と分裂

③ナノイー生成

ナノイー
発生の
メカ二ズム
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このプロジェクトでは、共創デザインのアプローチを採用しています。

最初に、フィールドリサーチとして、現地視察や、被災経験者・支援者の方々からのお話をお伺いします。

次に、その分析と解釈からデザイン開発を行います。

今度は、つくったプロトタイプを当事者の皆さんにご覧いただきフィードバックを受け取り、そこからまた分析、解釈、
試作を繰り返していく…。

そんなサイクルを4年半で4回繰り返して最終プロダクトにたどり着きました。

その過程では、ここには書ききれないほどたくさんの皆さんに共創へ参加いただきました。

2020.11 2025.05
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2020年
11月

2021年
8月

2021年
10月

2021年
11月

2021年
12月

2022年
2月

2021年
9月

プレ・プロジェクト実施
（アイデアプロトタイプ）

オンライン
フィールドワーク

フィードバックと
ヒアリング（オンライン）

宮城県岩沼市、仙台市
現地フィールドワーク

広島県呉市、坂町
現地フィールドワーク

パナソニックより技術ブリーフィング（彦根）

プロトタイピング

パナソニックとプロトタイプ模擬試験
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2022年
5月

オゾン水洗浄 ナノイーＸ脱臭 パーテーション内の
きれいな空気

START!
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プロトタイピング

2022年
6月

2022年
7月

2022年
9月

2023年
7-9月

フィールドワーク先の皆さんへプロトタイプのオンラインインタビュー

オゾン水サーバー 風の洗濯機 クリップオン空気清浄機 途中経過報告記者会見発表

広島、九州
フィールドワーク

消臭保冷バッグ

福岡県大牟田市、八女郡広川町
現地フィールドワーク

2023年
9月

スポット消臭カバー

組み立て消臭クローゼット

即席消臭コーナー



2024年
3月

広川町社会福祉協議会との
共同実証実験に向けた協定締結 記者発表会（パナソニック目黒ビル）

プロのプロダクトデザイナーによる精度アップ

2024年
6-11月

2024年
11月

広川町での実証実験
プロトタイピング

試作確認
ワークショップ

シューズボックス
製造

2023年
12月

2024年
12月

2025年
4月-

クラウドファンディング実施
（ファーストゴール達成）

プロダクトを寄贈し実装へ
（広川町社会福祉協議会・
こども食堂防災拠点化プロジェクト）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歩
み

2025年
1-2月
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試作品と仕様概要

ナノイーXを知ってもらうための靴箱 個で使うバッグ
• 発災時は避難所になるパブリック／コミュニティスペースに設置
• 平時からナノイーXの効果を実感できる
• いつもの利用シーンと動作の中で自然に体験できるもの
 （既存の靴箱との併存、見慣れた使い方）
• ナノイーXがいき渡ることと、靴を個別に管理できることの両立
• 設置方法や大きさの柔軟性
• ナノイーXを認知できる仕掛けも

• 発災時は避難した世帯が個別に利用できる
• 平時はボランティアの訪問時や、利用者が自宅に持ち帰って使用できる
• ナノイーXが十分にいき渡るよう、誰でも適切にセットできる
• 簡単かつ少ない力で組み立てや使用ができる
• 持ち運びが容易
• シェアしても気後れしない信頼感のある見た目

福岡県八女郡広川町の広川町社会福祉協議会との共同実証実験では、2024年6月から8月にかけて、
職員や住民の皆さんにプロトタイプを活用してみてもらいました。
そして8月23日、京都工芸繊維大学 畔柳研究室とUCI Lab.と職員の皆さんで、使ってみた声をまとめ、
より使っていただきやすいカタチをアイデアブレストする共創ワークショップを実施。
その結果、２つのプロダクトの「デザイン要件」が浮かび上がってきました。
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・ちょっと特別な脱臭効果のある靴箱。
・洗えない靴、雨の日の濡れた靴などに。

① 災害支援に必要な長靴やヘルメット
などかさの大きなものが収納可能に。 

② 避難所になった時には、様々な人が
　 密集する中で、靴のにおいによる
    衛生ストレスを対策。 

（日常） （被災時）

くるっと 
チェンジ！

シューズ・ボ ックス

「みんなの居場所」で使って
もらう消臭効果のある靴箱 

な んで もバッグ  

場所を選ばず、いろいろな
ものを消臭するバッグ

・頻繁にあらえないもののにおいのケアに。 
・枕やぬいぐるみ、スポーツ用品、アウトドア用
品、カバン、洗えない衣類などを消臭。 

（日常） （被災時）

① 衣類を洗濯できないときや、ヘルメットや
    安全靴などの肌に触れてにおいが気になる  
    災害関連グッズなどを消臭 。
② なんでもバッグをたくさん用意しておくこと
で、避難した家庭ごとに使用が可能。

    プライバシーや防犯面で安心。 

応用！

畔柳研究室での試作の繰り返しと、パナソニックからの技術アドバイス、岸本工業による改良と製造を経て、
2024年12月に２つのプロダクトが完成しました。
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クラウドファンディングでご支援いただいた皆さんの資金をもとに、プロダクトを製造し、
４つの「地域の多世代拠点」へ寄贈することができました。

寄贈先 所在地 HP 寄贈品 ご利用タイミング

社会福祉法人
広川町社会福祉
協議会

福岡県八女郡
広川町

シューズボックス1台、
なんでもバッグ
5セット

シューズボックス：保健・福祉センター内休憩室
なんでもバッグ：職員やボランティアの皆さんの活動で

こども食堂：毎週土曜午後～夕方開催
こどもの居場所：月・水・金 15-18時開催

こども食堂：毎月２回　第１・第３木曜日
その他活動：覚證寺様では、シニア向けのワンコインランチ
や習字教室など多世代向けに集まりを実施

こども食堂：毎月第4土曜日お昼開催
こどもの居場所：月水金の夕方

なんでもバッグ
3セット

シューズボックス1台、
なんでもバッグ
2セット

なんでもバッグ
3セット

https://hirokawash
akyou.jp/

http://cheers.ai-ke
nchikukoubou.jp/

https://syokudou.
kakushoji.or.jp/

https://www.instagra
m.com/ushitsukidsmi
mamorihouse/

埼玉県さいたま
市緑区

石川県能登町

東京都調布市

さいたま子ども
食堂（NPO法人
チアーズ）

こども食堂
かくしょうじ

宇出津キッズ
見守りハウス

https://hirokawashakyou.jp/
http://cheers.ai-kenchikukoubou.jp/
https://syokudou.kakushoji.or.jp/
https://www.instagram.com/ushitsukidsmimamorihouse/
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調布市にある覚證寺での「こども食堂」開催時
にお伺い。今後、こども食堂だけではなく様々
な集まりで使ってみたり、お寺に来られる多
様な方々に貸し出してみたりといろいろ試し
てくださるとのことです。

こども食堂かくしょうじ様
（東京都調布市）

24年1月1日の震災後、自宅を改造して昨年9
月からこども食堂を月1回開催されています。
近隣の珠洲市でこども食堂を始められた「憩
いハウスNicomaru Pan」様にもなんでも
バッグを１セットお裾分けしました。

宇出津キッズ見守りハウス様
（石川県能登町）

災害が起きたときのことを考える「段ボール
トイレづくり教室」と、寄贈したなんでも
バッグによる脱臭実験を同時開催。たくさん
の方に参加いただきました。実験した子供た
ちや保護者からは『すごい！あんなににおっ
ていたのに・・・』と驚きの声。普段の生活に取
り入れたいとの声もあがりました。

さいたま子ども食堂様
（さいたま市緑区）
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プロジェクトのnoteには、始める決意や現場で受け取った声、参加した学生が感じたことなど、折々の実践と
思考がありのまま記録されています。

プロジェクト開始宣言

これからの避難所に、私たちは何が
できるか―「避難所の衛生ストレス」
解決プロジェクト開始への想い ―

初期のフィールドワーク

chapter.01 : フィールドワーク 
＠宮城県（現地調査）

学生へのインタビュー

「被災者って誰なんだろう？」 
避難生活の「におい」問題に挑んだ
学生たちが考えたこと

避難所とデザイン

非常時と向き合うデザイン

プロトタイプを携えての再訪問

実は深刻な避難生活の「におい」
問題。解決を目指すプロダクトを、
被災経験者はどう見た？

クラウドファンディング終了後
日本財団ジャーナル様に取材して
いただきました

https://note.com/hitogokochi/n/nba44ea42e469?magazine_key=m064504cee8b3
https://note.com/hitogokochi/n/n3358f4c8df20?magazine_key=m064504cee8b3
https://note.com/ucilab/n/n7ca60855544e?magazine_key=m064504cee8b3
https://note.com/hitogokochi/n/nff801a5c2c61?magazine_key=m064504cee8b3
https://note.com/ucilab/n/nc51296b61ae0?magazine_key=m064504cee8b3
https://www.nippon-foundation.or.jp/journal/2025/112659/disaster


最後までお読みいただきありがとうございました。4年半かけて共創のプロセスを４周まわす中で、現場から

たくさんの言葉を受け取り、それを都度カタチにしてみる営みがあり、ここまで何とか辿り着くことができま

した。

被災を経験された方、支援に携わる方、つないでいただいた方、櫛先生畔柳先生をはじめプロジェクトに参加

した学生の皆さん（既に社会人になって活躍されている方もいます）、技術面で協力いただいているパナソ

ニックの皆さん、実験に快く協力いただいた広川町社会福祉協議会の皆さん、想いに共鳴いただき寄贈先を

コーディネートいただいたむすびえの皆さん、様々なものづくりに関わる方々、noteを読んでいただいた

方々、そしてクラファンに支援いただいた皆さんなど、本当にここでは書ききれないほどたくさんいる、共創

のプロセスに参画いただいたすべての方々に改めてお礼を申し上げます。

プロダクトを現場に寄贈し使い始めていただいた今、新たな声が寄せられたり新たな気づきがあったりしま

す。そうすると、自然に次の5周目の共創の扉が見えてきました。当初の私は、クラウドファンディングが一区

切りと思っていました。しかし、防災について考え取り組むケアの実践に終わりはないのかもしれません。

これからの展開についても、どうぞ暖かく見守り応援していただければ幸いです。

まずは、今回のクラウドファンディングでのご支援をいただき、本当にありがとうございました。

Thank you!

おわりに

2025年6月吉日




